
作業療法学科 専門

地域作業療法学実習授業科目

作業対象学科３対象学年【担当教員名】

能 村 友 紀、長谷川 利 夫 必修必修･選択後期開講時期

30時間数１単位数

【概要・一般目標：GIO】

地域作業療法を実践していくために必要な評価法と支援技術を習得する。

【学習目標・行動目標：SBO】

１．地域作業療法の役割について述べることができる。

２．生活障害の捉えかた，生活の構造的側面について述べることができる。

３．地域作業療法の評価について述べることができる．

４．地域作業療法の指導・援助内容について説明できる．

５．精神科領域の地域生活支援のあり方について述べることができる

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

講義（能村）１地域作業療法の基盤と背景（地域医療の台頭、地域作業療法の理念と方法）１

講義（能村）２在宅生活を支える作業療法評価の視点２

講義（能村）3.4地域作業療法におけるおける指導・援助法（１）３

講義（能村）3.4地域作業療法におけるおける指導・援助法（２）４

講義（能村）3.4福祉用具・住宅改修支援の評価・指導・援助法援助法（１）５

演習（能村）3.4福祉用具・住宅改修支援の評価・指導・援助法援助法（２）６

演習（能村）3.4福祉用具・住宅改修支援の評価・指導・援助法援助法（３）７

演習（能村）3.4福祉用具・住宅改修支援の評価・指導・援助法援助法（４）８

演習（能村）3.4福祉用具・住宅改修支援の評価・指導・援助法援助法（５）９

講義（能村）3.4介護予防における評価・指導・援助法（１）10

演習（能村）3.4介護予防における評価・指導・援助法（２）11

講義（長谷川）５包括型地域生活支援プログラム（１）12

講義（長谷川）５包括型地域生活支援プログラム（２）13

講義（長谷川）５OTP理論14

講義（長谷川）５これからの精神科領域の地域生活支援15
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2005医学書院小川恵子編地域作業療法学

教科書

（必ず購入する書籍）

参考書

プリント配布
その他の資料

【履修上の留意点】

１．地域ケア体系は激変期にある。情報をインターネット・新聞・TVから常に収集す

ること。

２．保健・医療・福祉は在宅ケアへと大きくシフトしている。地域における作業療法

指導・援助の実態を見学することを勧める．

【評価方法】
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